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ミナミキイロアザ ミウマに対する白色粘着 トラップの誘引性に関する検討

河合 章(野 菜試験場久留米支場)

Tests for attractiveness of white sticky trap for Thrips palmi KARNY. Akira 

KAWAI (Kurume Branch, Vegetable and Ornamental Crops Research Station, Kurume, 

Fukuoka 830)

ミナ ミキイ ロアザ ミウマThrips palmi KARNYは

ある種の 白色 に誘引 され ることが知 られて お り(山 本 ら,

1981)この 性質 を利用 した白色粘 着 トラップによる発生

調査が行われてい る。 白色粘着 トラ ップの利 用法を確立

す るために,誘 引に関与 す るい くつかの条件 について検

討 を行ったので報告 す る。

材 料 お よ び 方 法

白色粘着 トラ ップは,特 に示 した もの以外 は白色サ ン

ロイ ド板 を直 径8㎝,高 さ10㎝ の 円筒状 に加 工 し,表 面

に粘着剤 を塗布 した もの で,地 上50cmに 設置 した。調査

は試験4を 除 き,野 菜試験場久留米支場内のキ ュウ リを

栽培 して い る無加温 ビニルハウス(5.9×9m)で 行 っ

た。24時 問ご とに捕獲虫数 を調査 し,そ の時設 置場所 を

順 に回 した。

1.ト ラ ップの大 きさの検討

トラ ップの大 きさが捕獲数に及ぼす影響 を調 べるため,

トラ ップの直径は8㎝ の ままで,高 さを20,10,5cmの

3段 階 とし,表 面積が標準型の2(大 型) ,1(中 型),

1/2(小 型)倍 の もの を用いた。 調査 は1981年11月3日

～9日 に行 った。

2.ト ラップの形 状の検討

トラ ップの形状が 捕獲数 に及ぼ す影響 を調べ るた め,

トラ ップの形 状を標準 の もの(円 筒型),同 じ大 きさの

サン ロイ ド板 を円筒 にせず長方形 のまま片面に粘 着剤 を

塗 った もの を地表面 に垂直 につ る した もの(片 面粘着平

板型),半 分 の大 き さの サンロイ ド板 を二枚あわせ,そ

の両面 に粘着剤 を塗 った もの を地表面に垂直につ るした

もの(両 面粘着平板型)の3種 類 を用いた。なお粘着 面

積は,ど れ も同一で ある。調査は1981年11月9日 ～16日

に行った。

3.粘 着物 質の検討

,ト ラ ップに塗布す る粘着物質が捕獲数 に及 ぼす影響 を

調 べ るため,種 々の粘着物質 を用 いた。用 いた粘着物質

は①粘着 スプ レー,②A-1,③A-2,④A-3,⑤A-4,⑥

フジタングル,⑦ スーパータングルの7種 類であ る。な

お,① が標準 として用い られて い る粘着剤であ り,② ～

⑤ はそれ ぞれ粘性の異 な る試作品 である。塗布は①のみ

高圧 スプ レーで散布す る方式 であ り,他 の②～⑦は手塗

りで行 った。調査は1981年11月16日 ～22日 に行 った。

次 に粘着剤の トラップへの塗布方法が捕獲数 に及ぼす

影響 を調べ るため,標 準の粘着剤 を高圧 スプ レーで散布

した もの と,同 一 の粘着剤 を手で塗った ものの比較 を行

った。本試験は鉢植 え植物 を置いた加温 ガラス室(2.2×

3.9m)で1981年12月21日 ～29日 に行 った。

4.白 色粘着 トラ ップと青色粘着 リボンの比較

白色粘 着 トラップと市販 の青色粘着 リボンとの捕獲効

率 を比 較す るため,① 標準 の白色粘着 トラ ップ,② 青色

粘着 リボンに用い られてい る青色紙 を円筒状に加工 した

サ ンロイ ド板 に張 り,粘 着剤 を塗布 した もの,③ 市販 の

青 色粘着 リボンの3種 を用 いた。な お粘着 面積 は,青 色

粘着 リボ ンが他の2種 の1.87倍 であ る。調査 は1981年11

月22日 ～12月4日 に行 った。

結 果 お よ び 考 察

1.ト ラ ップの大 きさの検討

大 きさの異な る トラップでの捕獲 虫数 を第1図 に示 し

た。捕獲虫数は大型の トラ ップが最大 で,小 型の トラ ッ

プが最小 であ り,大 型 は中型の約1.5倍,小 型 は中型の

豹1/3で あった。一定面積当 りの捕獲虫数でみ ると,中

型 トラ ップが最大で あ り,大 型 は中型の約3/4,小 型 は

中型の約2/3で あった。 この結果か ら,あ まり小型 の ト

第1図 トラ ップの大 きさと捕獲虫数

捕獲虫数は中型 に対す る比 で示す。

黒は捕獲 虫数,白 は面積 当 り捕獲虫数。
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第2図 トラップの形 状 と捕獲虫数

捕獲虫数 は円筒型に対 す る比 で示す 。

第3図 粘 着 物 質 と 捕 獲 虫 数

捕獲虫数はス プレーに対す る比で示す。

第4図 青 色粘着 リボンと白色粘着

トラップの比較

捕獲虫数 は白色粘着 トラップに対す る比 で示 す。

黒 は捕獲虫数,白 は面積当 り捕獲虫数。

ラ ップでは捕獲数が極 めて少な く,また,あ ま り大型の

トラ ップで も大 きさに応 じた捕獲数の増加がな い もの と

思われ た。捕獲虫の性比 は,ト ラップの大 きさにかかわ

らず,雌 が約60%で あった。

2.ト ラ ップ形状の検討

形状の異な った トラップでの捕獲 虫数 を第2図 に示 し

た。本試験に用いた3種 の トラ ップ間には捕獲虫数の差

は認 められなか った。性比 もどの トラ ップで も雌が50～

60%と ほぼ等 しか った。

3.粘 着物質の検討

異 なった粘着物質 を用いた トラ ップでの捕獲 虫数 を第

3図 に示 した。①～⑤ までの粘性の異な る試作品間では

捕獲虫数 はほぼ等 しか ったが,ス ーパ ータングルでは約

2/3,フ ジタングルでは約1/2と 少なかった。試 作品5種

が いずれ も無色透明 に近いのに対 し,ス ーパ7タ ングル

は白色半透明 に近 く,フ ジタ ングル は褐色半透明であ る

た め,こ れ らの粘着物質 を塗 った白色粘着 トラ ップの誘

引 性が低下 した もの と思われ た。捕獲虫の性比は どの粘

着物質 を用いた トラッ プで も30～50%で あった。

本試験 に用いた粘 着物質 は①の粘着ス プレー を除 き,

手 で トラ ップに塗 る方式 であったが,い ずれ も粘性が高

くトラ ップへの均一 な塗布が難か しか った。また,8日

後 の調査 終了時 には,ト ラ ップの下部 に粘着物質がた ま

り,捕 獲 された虫 もその部分 に集ま る傾 向が あ り,調 査

の難か しい場合 がみ られた。

粘着 ス プレーで塗布 した トラ ップ と,同 一粘着物質 を

手 で塗 布 した トラ ップの間で は捕獲数,性 比 と もほぼ同

一 であっな(第3図) 。 この粘 着物質 は粘性が低 く,手

で塗布 す ることは容易 であるが,手 で塗布 した トラ ップ

では調査終了時 には粘着物質が 下部 にたまる傾向が 強 く

み られ た。

4.白 色粘着 トラップと青 色粘着 リボ ンの比較

白色粘着 トラップ と青色粘 着 リボ ンでの捕獲数 を第4

図に示 した。青 色粘着 リボンでの捕獲 は極 めて多 く白色

粘 色 トラップの約3.7倍 であ り,同 一面積当 りの捕獲数

で比較 して も約2倍 で あった。 しか しなが ら,青 色粘着

リボンに用い られてい る青色紙 を円筒形に した トラップ

では,捕 獲数 は白色粘着 トラ ップの1/3以 下 であった。

青 色粘着 リボンでの捕獲数が多か った原因について は青

色紙が サンロイ ド板 より誘引性が高かったわけではな く,

さらに検 討を要 する。

以上の結果 よ り,中 型(直 径8cm,高 さ10cm)の 白色

粘着 トラップは ミナ ミキイロァザ ミウマの発生調査 に使

用可能 であ り,粘 着剤 として はスプ レー式 の粘着剤が適

してい る もの と思われた。また,青 色粘着 リボン も発生

調査 に使用可能 と思われ るが,更 に検討 を要 する。 また

粘着 トラ ップを用いた発生量調査を行 うにあた り,ほ 場

密度 と捕獲数 との関係を明 らか にす る必要が あろ う。

摘 要

1)白 色粘着 トラ ップの発生調査 への利用法 を確立す

るた め,白 色粘着 トラ ップの誘引に関与 するい くつかの

条 件の検討 を行 った。,

2)一 定 面積 当 りの捕獲数は,中 型(直 径8cm,高 さ

10cm)の トラ ップで最大 であ り,大 型,小 型 とも少 なか

った。

3)円 筒型 と平板型の トラ ップで比較 したが ,捕 獲数
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は変 わ らなか った。

4)種 々の粘着物質 を用 いて検討 したところ,粘 性の

低 い無 色透 明な粘着剤が適 して お り,ス プ レー式 とした

方が よ り適 して いた。

5)青 色粘着 リボ ンでの捕獲数 は白色粘着 トラ ップの

約2倍 であったが,白 色粘 着 トラップ と同型同大 とした

時には白色粘 着 トラ ップの1/3で あった。
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